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II. 成果の概要

和文 

・本研究より、カルパイン阻害ペプチドをニュージーランドホワイトウサギへ点眼することによっ

て、視細胞を含む網膜細胞へペプチドが送達されることが分かった。

英文 

・The present study demonstrated that the calpain inhibitory peptides administered to the eyes

of New Zealand White rabbits were delivered to the retinal cells including photoreceptor cells.

III. 成果の外部への発表

（１）学会誌・雑誌等における論文一覧（国内誌

　　　該当なし。

件、国際誌 件） 

（２）学会・シンポジウム等における口頭・ポスター発表

　　　該当なし。 

（３）「国民との科学・技術対話社会」に対する取り組み

　　　該当なし。 

（４）特許出願

　　　該当なし。 




